
１－３縄文グルメの証拠！食材加工の石器 

下線の付く言葉の解説は裏面にあります 

九州歴史資料館 飛び出すむかしの宝物 解説シート 
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磨石と石皿は主にドングリなどを粉にする道具で、現在の石臼にあたります。

旧石器時代から存在していましたが、縄文時代に盛んに使われました。 

磨石は磨いたようなツルツルな面をもつ丸い石で、石皿にすり付けて使うも

のです。手に持ちやすい大きさと押し潰す作業に適した重さの石を利用してい

ます。平たくない面や側面は塊の状態のものを叩いて潰すときに使う部分です。 

この資料も側面は塊を叩いて潰す「敲
たたき

石
い し

」として使い、平たくない方の小さ

な窪みのある側は窪みに硬い木の実の置いて別の「敲石」で殻を割る「凹
くぼみ

石
い し

」

とし、３役をこなしています。 

石皿は皿のように平たい石ですが臼にあたるもので、よく使われる部分が窪ん

でいますが、臼のように中央部が深く窪むのでなく、端から粉を出しやすいよ

うに逆 U字形になっています。新潟県 岩
い わ

野原
の は ら

遺跡では石皿の上でパンのような

ものが加工された状態で発見されており、石皿の上で粉から生地

を作ることもあったようです。 
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磨石や石皿の使用方法を特定する方法に、石器の表面に残されたわずかなデンプンの粒

子を顕微鏡で観察する方法があります。これにより製粉に使ったことやどの部分を使って

いたかということが明らかになりました。 

この研究により、旧石器時代の台石や磨石から、クリやドングリ、ワラビやウバユリな

どの可能性のあるデンプン粒が検出されており、旧石器時代にすでに粉にしてアク抜きす

る方法があったことが明らかになっています。 

 

食べられるドングリ 

 ドングリはアク抜き作業をしなければ食べることができないので、不作で作物が不足し

たときの食料として利用されてきました。アク抜きには、主に煮沸による加熱、灰を混ぜ

る灰あわせ、水さらしの３つの方法がありますが、完全にアクを抜いてしまうにはドング

リを粉にする必要があり、このとき使われるのが磨石と石皿です。 

九州の遺跡からはイチイガシという木のドングリがもっとも多く発見されます。熊本県

矢部町の江戸時代の古文書には、「ドングリはイチイガシが一番味がよく、次にシラカシ、

アカガシ、コナラの順」と書かれているらしく、縄文人も味が良いイチイガシを好んで食

べていたことがわかります。 

ドングリを主食にしていたかははっきりしませんが、アメリカ先住民のロッキー山脈周

辺の部族が松の実やドングリをパンにして食べており、採集できる量やカロリーからみて

も主食になりうる食べ物です。現代人が食べるわけでもないのにドングリ拾いをしてしま

うのは、縄文時代から受け継いできた習慣が無意識にさせているのかもしれません。 

 

敲石 

叩くためだけに使われたものを「敲石」といい、磨石のように手に持ちやすい大きさの

丸い石が使われています。使った部分は石の方も欠けるので、小さな窪みができます。 

調理具としての敲石は木の実のほか野生のイモ類を潰したり、肉をミンチにするのにも

使われたと考えられています。また、石器作りなどの工具としても使われました。 

敲石や凹石は、磨石と兼用になっているものが多く見られます。 
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